
A250-20PAT-S009-20190301　　　　　年度臨床病理科教育訓練計画書（新規要員および復職者）
部署長 管理者

新人：臨床病理科職員として業務に従事するための最低限のスキルをみにつける

復職者：臨床病理科職員として業務に従事するための最低限のスキルを休職前の

           レベルを維持しているかの確認
　　　　　（休職前レベルの維持が確認できなかった場合、その項目について計画書に

　　　　　　基づき訓練を行う）

項目

指導者が複数である場合、代表者名を記載

評価区分
A：一人で出来る　  B：ほぼ一人で出来る　　C：指導を受け出来る　　Ｄ：　未指導あるいは業務を理解していない

教育・訓練の内容

切出し

包埋

臓器ごとの把握

切出し時の写真撮影

切出し補助物

物入れ作業

大物組織検体ブロックの包埋

小物組織検体ブロックの包埋

連続切片の薄切

オペ材の大物組織検体ブロックの薄切

薄切

迅速HE染色

組織の凍結

凍結ミクロトームでの薄切（面出し後）

内容

病理科就職年月日

職種

指導対象者（所属・氏名）

教育・訓練の目的

指導者（所属・氏名）

迅速

配属年月日

凍結ミクロトームでの薄切（面出し含む）

達成目標

指導者コメント　オペ材の小物組織検体ブロックの薄切

部門長コメント　


